
                                    ２０１５．３．３１ 

 

 

 

 

 

ＮＯ．１２ 発行 福祉事業型「専攻科」エコールＫＯＢＥ 

 

寒かった季節を通り抜け、桜のたよりが聞かれる時期がやってきました。２年前に元気に入学した

３期生１６名もそれぞれの思いを胸に卒業し、エコール KOBE も４年を終えました。関係者のみなさ

まには厚くお礼申し上げます。 

 

エコールＫＯＢＥ４年目を終えるにあたって 
 

学園長 河南 勝 

 

 

 早いものでエコールＫＯＢＥはスタートして４年目を終え、３回目の卒業生を送り出しました。 

これは、ご家族のみなさんや関係機関のみなさんのご協力、ご支援のおかげです。本当にありがとう

ございます。紙面を通じてまずは御礼申し上げます。 

「主体的に学ぶ」というエコールが大事にしてきた活動のスタイルを３期生も引き継いで着実に定着

させてくれました。４年目の学園も生き生きと学ぶ学生の姿がみられ、その姿がマスコミにも多く取

り上げられました。今年は阪神淡路大震災から 20 年目の節目の年になります。 震災前後に生まれて

１月に成人式を迎えた３期生は、直接・間接的に被害や影響を受けています。それだけに「震災と障

害者」というテーマで学生の成長が取材されました。そのことと重ねて学びの場として発展してきた

エコールの活動紹介が様々な角度から取り上げていただいた年になりました。 

 

 ３期生は２年間の学びを通して大きな成長をみせてくれました。自分の意見や思いを自分の言葉で

伝えることができるようになりました。話し合いを通じて相手の意見を尊重したり自分の意見を調整

し折り合いをつける姿もみられました。何より、みんなが仲良しで友達関係が広がり、休日などに遊

びに行く約束ができるまでになりました。こういう力の育ちこそがエコールの３つの目標（主体的に

学ぶ、豊かな体験、仲間とともに）にそった活動の成果といえるのではないでしょうか。 

 また、今年度は新しい取り組みとして古民家を改修してアトリエＫＯＭＡを開設しました。美術部

などアートの活動や展覧会会場として活動をしていきたいと思います。 

 

さて、先日、昨年の卒業生の働いている様子を見に行く機会がありましたが、それぞれに落ち着いて

仕事に取り組めていました。卒業時は 2 人だった就職者も 1 年経った現在では 5 人になっています。 

自分の気持ちを伝える力をつけ、「働く」ということで自分の中で折り合いをつけ今までの生活パタ

ーンを切り替えている様子がうかがえて、その成長ぶりに感心しました。 

今年、全国で自立訓練事業を活用しての「学びの場」づくりは大きく広がりを見せました。これから

つくりたいということで見学に来られる事業所や団体もたくさんあります。「学びたい」というニーズ

を背景にこれからも広がり続けるでしょう。全国に誇れる実践を積み重ね、見学希望に応えていきた

いと思います。 

 

 次年度は 5 年目の節目の年になります。ここまで大きく成長する礎を築いていただいたＷＡＰコー

ポレーションの創設者の皆さんに感謝し、今までの実践をふりかえり教訓を汲み出すようなささやか

でも記念になる集いも計画していきたいと考えています。 

何かとお世話になりますが、ご協力ご支援をお願いします。 



３期生１６名全員専攻科エコールKOBEを卒業

しました 
 ３月２１日、１００年以上の歴史ある神戸人材センター（旧二葉小学校）の校舎でエコール KOBE 

３期生の卒業式が行われ、卒業式第１部で３期生１６人全員の手に卒業証書が手渡されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 卒業式第２部は卒業生で企画しました。皿回しやダンス、ガラスコップ演奏などで会場をわかせま

した。スライドの上映では、ひとりひとりの入学式の時の写真と一番の思い出の写真を選んで上映さ

れました。入学の時の初々しい写真がなつかしく感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



卒業式の後は、家族会主催の謝恩会が開かれました。ここでは学生が作った脚本による新喜劇「山祥

のＧＲＡＹ（グレイ）なデパート」が上演されました。温かい雰囲気で食事会が行われました。２年

生の家族会のみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生は、学年末遠足 inUSJ を楽しみました 
 １年生は、３月１０日（火）学年末遠足でＵＳＪに行きました。自分たちで作ったグループは３ 

つ４，５人のグループでひとつひとつの行程をそれぞれで考えながら企画しました。朝早く三宮か

ら直通バスで行くグループ、ＪＲで電車を何回か乗り換えて行くグループ、いつもの時間に出て直

行バスでゆっくり行くグループなどそれぞれ思い思いの行き方をみつけました。ＵＳＪ会場でも

「ハリーポッター」予約をまっしぐらに走るグループ、まず食事を空いている時にとってゆっくり

するグループ、ねらいを決めたアトラクションを計画通りこなそうとするグループなど会場内でも

特色があらわれました。ＵＳＪ解散以降も何人か声をかけあって遅くまでアトラクションを楽しん

だ学生たちもいました。「卒業旅行はＵＳＪでもいいなぁ～」という学生もいるほど楽しめたよう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


